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アラン・コルバン著『快楽の調和』より（５） ― 2 ―
〈孤独な快楽の痛ましい結末〉
性的過剰であれ、性的欠如であれ、それによって引き起こされる
最悪の損害は、すでに見たように性的濫用である。それ特有の欲求を生み出すことによって本来の性的欲望を破壊する自慰行為、欲求不満と嫌 を惹起する「夫婦の不正行為」 、医者にはほとんど無視されていた獣姦、さしあた 治療学の対象外とされていた男色、性交の実践によって容易に治癒しうるように見えていたため臨床医の目にはさほどやっかいなものに映っていなかった女性同性愛などが、その性的濫用 あたる。
たしかに男色と女性同性愛にかんするかぎり、これらが欲望の特
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の後、これに想像力を支配された彼 、そこから快楽を得て孤独快楽のためのネタ してい が 彼はこ 快楽のために健康を害してしまった。
また、いささか大胆な姿態で眠り込んだ女性の姿を覗き見たり、






























































が誘惑と歓喜のあいだに厳密な分割を持ち込もうとするときに用いる弁別にかなり似た本質的な弁別で、生殖器と大脳のあ だに打ち立てられた共鳴関係に基づいている。最悪なのが、この両器官系が美徳に対抗して手を結び それによって 自慰の性癖 強迫になったときであることはいうまでもな 。
自慰という行為が想像力に強い緊張を強いるだけにいっそう、想








歓びを与えるため 、個人はたえず新た 工夫を凝らさ ければならない。ここ かつてルソーが暴き出 た、この行為の大き 危険が潜んでいる。自慰者が享受する官能的な「衝撃」は、想像力の強度と、その衝撃を肉体に伝えるべく自慰者が用いるやり方に応じ















い。言わずもがな 言わんばかりであ 。すでに見 よう ブルボンは立位の自慰の量的 研究を試みているが その結果強調 れることになったのは、その頻度であっ 。いっぽう、風呂 な で繰り返し孤独 快楽に耽る例については、す にひとつ引いている。しかし、絶頂や名人芸に目がな 医者たちは、馬上や居間 、家族のいるところや教室内で成功した自慰については詳述しようとする。
デランドはある種の自慰について書いている。 「押し付けるだけ
で、 ［…］彼らはまったく、あるいはほとんど動か い。 たが
(178)
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ろまで進む とがあって そうなると女性は周囲の人に頼んで、快楽の原因であるこの危険な道具から自らを解放 もらう」 。
張型には言及しない医学文献も、孤独な快楽が抑えきれないほど










徴候や刻印に注意 向けるその射程である。こ 点に んするかぎり、古代の医者ケルススの観察以来蓄積されてきたデ タが、十九世紀前半の医者の鋭い観察眼によっ 充実されている。長いあい
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アラン・コルバン著『快楽の調和』より（５） ― 10 ―
(182)


























































































の性行為から得られる快感に執着しなくなる、と う影響である。孤独な悪習によって生み出され 自己への引きこもりや社 的な絆への無頓着が種の存続を危うくす いじょう これは折に触れて前景化する主題である。 か 、男性のばあい、女性との肉体 結合にたいする欲望の喪失と称されるものは たんに 一時的な性 不能から生じているわけではなかろうとラルマ は考える
―
ただし
そう考えるのはラルマンひとりであるが。ラルマン以降 孤独な悪習と不 を結びつけ 研究は、生殖器の状態のみならず、 「自己中心化された」性的快感が生み出す心理的破綻に 焦点が合わせられるようになる。
繰り返しになるが、いずれにせよ、大多数の医者は一定の理路に
沿って、性交 たいする関心 喪失を、自慰の悲惨な結末だと考えていた。十五歳で初潮を迎え、その ぐ後に帯下
〔女性性器からの血
























すら彼らの特殊な欲求をまった 失わずに のは、こうし 理由からである。
ルボーに先立つこと数年、ラルマンもまたこうした区別を深く掘





緩させ、勃起を不完全にし、射精をますます意志によって統御しづらくし、逸楽を減退させると同時に やすく繰り返すよう導き、性交を困難にし 性交 もたらす完璧な快楽を喪失させ 。した って、われわれがするように、自慰 臨床医学 不随意な精液漏の臨床医学、不能の臨床医学の三 を分けることは、いささか人為的にすぎることが理解できる。
器官と精神を荒廃させるこうした過程、こうした本能の倒錯をと





われるまでの緩慢な過程をロジエは暴 出したが、学者たち この過程を好んで辿っ いる。いっぽう、フルニエとベジャンは、ティソに依拠しつつ、孤独な快楽を求める者 「生存感には生き生きしたところがはなはだしく欠落している」と嘆く。 「ある自慰者こう言っている。い 自分の目の前で起こっていることが、まるでひとつの夢想みたいに感じられるのです わたしはもはや、頭を使ってわざわざなにか 考え出そうと 必要なんかありません













くことのない習慣」 支配されているからだ。 「これほど恐ろし精神的状況は想像でき 」 デランドは付け加えて る。かくしてデランドは、自殺したか、そうしよう た自慰者は、 「犯罪的なフィナーレで自らの苦悶に」ピリオドを打ち かった だ、と考えている。
自慰という性的濫用にかんして、ティソを批判しつつも彼から影





り、巧みに隠し立てをしたり、表沙汰にならないよう自分を抑えたり、手がかりを巧妙に操ったり 臨床医 目に見破られないよう煙幕を張ったりすることを強いる。かく 学者は徴候の類型の一大コレクションを練り上げることになり、その技芸は、微妙な陰影や細部、実体はつかみにくいが示唆に富む徴候を追求する小説家に似てくることになる。ただし、追求 る は小説家に似ていても、詮方なしに追求するのが学者だが。〈不随意な精液漏と「早漏」 〉
医者がもはや二重精液の存在を信じなくなっていた当時、不随意
な精液漏とは男性に特有の疾患であっ 。体液理論のロジックにたやすく組み込まれていたためすでに古代から認識され、トヴリー（一六九三年） 、次いでモルガーニが記述し、十七世紀中葉にはジャムの『医学事典』に紹介されていた の病理は 十八世紀の四半期にわたって等閑視されていたようである。ヴィヒマンは、した ってこの追随者にみえないこ もな が、彼は一七七二年に初めて不随意な精液漏の観察を公表し、その十年後にはそれを論文にまとめている。とはいえ不随意の は、一八一七年にサント＝マリー医師がヴィヒマンの著作を翻訳して膨大な注と所見と考察 付すまで、忘却の淵から救 出されることはなかっ 。サント＝マリーこうして、性交による射精でもなければ、自慰でも、道徳神学の専門家の夜間遺精でも い 液 漏出に同業者の注意を喚起してい





































































































































な」奇形から来ていることがあ 。過剰に長い包皮、体質的に小さかったり柔らかすぎ り 睾丸、尿失禁などがそれであ 。精液漏はまた、既往症から生じ ばあいもある。膿漏症 さまざま 原因の尿道炎、器官 炎症と刺激を与える可能性のある べてがこの既往症として考えられるが、便秘や痔核、回虫さえ精液 を惹起することがある。性行為をあまりに早く終わらせてしまう神経症ヴェザニア
〔長期にわたるすべての精神病〕
もまた、じゅうぶん不随意















化、感受性の鈍麻、呼吸を妨げる胸の圧迫感等がその症候であ病気の影響は多様な形を取る。と のも、トルソー れば、液漏はとりわけ個 的特異性に左右されるからである。精液漏の展開は個人の素因、精液漏がもたらす状況や合併症にしたがって無限に変化する。いまや病理学の法王になったラルマンは、その病理学という手段を用いて 十九世紀末の性医学者によって採用され アプローチの開祖となる。過去の偉大 著作家の回顧的診断というアプローチである。ラルマンの見る ころ、ルソーの示す人格や性的素質はすべて、明らかに精液漏に由来しており パスカルもまた、不幸なことに、この同じ病気 犠牲者だった ではないか 見てい



























吟味することにする。ここでは、ある精液漏の症例でラルマンが際限なく奨励したり利用したりしていた治療法だけを強調しておこう。女性を使う治療（病気が節欲に起因し、この方法がまだ使える場合）と、尿道の焼灼術もしくは自己焼灼術（ 「女性に復帰する」治癒途上の病人にもときには可能だ 、女性による治療法が効かない病人に可能 治療法）がそれである。性嚢の過剰な充溢を予防し、習慣化した不随意の発作的痙攣を断ち、組織の活力を高めるためには定期的な性交の実践が必要だ ラルマンは考える。こうした生理的行為への復帰がなければ、完全な治癒は得られな 。ということは、貞潔を誓った聖職者の は絶望的だという と なる。
多血質でスポーツマンタイプの体躯をした三十代 理工科学校卒






十八歳から精液漏に悩んでいた。医者は 女性のところに通うこと」を勧めたが、予想をは かに超えて難航した。彼はラルマンの診察を受けにやってくる。聖アントワーヌ張りの塗炭の苦しみに耐えていたのである。教授はそのときの状態をこう回顧 てい 。「性器があまり成長していないにもかかわらず、エロティックな妄想は尋常でなかった。なにをもってしても扇情的なイメージを念







かこのエロティックな性向を説明でき い 考え いる 性行為の遂行によっ うっ滞を止めることがきるとみて、彼は患者に「女性のところに通う」よう勧めたが、この治療も効果のほどは絶対確実には思えなかった。
ラルマンは、悪夢や夢で恐ろしい場面を見る原因を精液漏に求め


















まざまな機能不全にかんする臨床例を何十年にもわたって倦まずたゆまず収集した功績は、もっと強調されてしかるべきであろう。この功績のおかげで、彼は性医学の先駆者になったのだから。これに劣らない重要性をもつのが、精子の状態を観察し、その観察によって病に冒された段階を探り出すために、常に顕微鏡を利用した事実である。精液漏の重要性がかなり急速にその信憑性を失ったからといって、この分野においてもラルマンが先駆的な役割を果た ていたことを見誤ってはいけな 。とりわけ、われわれが後に生殖器と名づける部位の臨床医学を永年続け おかげで、男性の欲望と快楽の研究、患者が感じるさまざ な感覚や興奮の研究を実現しえたのである。こうし 診療室 かで個人的な顧客である患者 相手に、顕微鏡、臨床的な視線、問診、自己診察 組み合わせて行われた緻密な探求は 明かに先駆的な仕事である。ラルマンは数十年にわたり 倦むこ なく、精子の状態、生殖器の状態、その働き方を、個人の全般的な肉体的・精神的状態に関連づけようと試みた。「生殖感覚」の強さ、欲望と快楽の烈しさを、臨床研究と遊走子の分析に結びつけるそ やり方ゆえに、われわれが論じている対象においてラルマンはルボーと並んで第一線級の専門家に位置づけることができる。そればかりではない。時を措かずに刊行された彼の症例集は、当時の男性の実践 かんする貴重な史料を提供して るである。




















妻が私生児を家族のな にこっそり潜り込ませ 事態は避けられる。独身女性も守れるし、し がって 子捨 の減少に より一般的には堕胎や嬰 殺し 減少に貢献できる。乳母 これを使えば、母乳への精液混入という遺憾な事態のリスクも避けることもできる。売春宿に衛生フロックコートを置く と 医者が歓迎していたのは明かであった。要するに、以上の範囲におけるかぎり、医者たちは、衛生、社会的公益、自然にたいする欺罔を禁じ 道徳、三者間 妥協点を見いだそうと努めていた である。
ところが「夫婦の不正行為」となると文脈はがらりと変わる。こ
の領域に入ると、聖職者が医師団に先回りして手を打つのであ 。「夫婦のオナニズム」の普及が意識されてから、道徳神学と司教にいかなる変化が生じたかは後で見ることにしよう。十八世紀末、聖職者はすでにこの災禍を糾弾していた この き医者はまだ非難
の声を上げていない。このズレはきわめて重要である。 「夫婦の不正行為」という主題が医療の言説に侵入し、科学的生理学に起源を持つと認識されたのは一八六〇年代以降のことに過ぎない。そのとき、この新たな不安が、孤独な悪徳、特 不随意の精液漏が惹起する強い不安に取って代わることになる。
とはいえ、医者が「夫婦の不正行為」にさほど関心を払っていな





放蕩の病的洗練に応えた すぎず、濫用に相当する。中絶性交それ自体、マスターベーションに他ならない。女性が精子 奪われることを十分に知りながら、男性は女性 膣内で興奮し 女性は享楽へと駆り立てられるのだから。完全 交接へ向けた準備という意図まったくない陰茎とクリトリスへの愛撫、肛門交接、口腔交接、膣への指やいかなる器具 挿入もこれと同じであることは言うまでもない。
したがって、夫婦の不正行為は過剰と濫用がはらむあらゆるリス

















































性愛にかんする医学論文のなかで示 たよう 、男性 いつもサッフォー的実践のはるか後景に佇んで る である。
例えばマンヴィル・ドゥ・ポンサンは、気質と、それに伴う器質
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ローマ の妻には たいす 嗜好性があった。そこ 、夫 自ら短刀を手にして妻のクリトリ を「切り落と 」 「このとき以来、この女性同性愛者は自然に反 を完全に失って〈性に戻り〉 、夫を愛し、夫に何人も 子どもを授けた 。クリト ス




肥厚化、それに伴う感覚麻痺、加えて疲労、さらには行為の過剰反復からくる嫌悪感によって、新たな形の刺激を求める女性が出てくるのではないか、という説である。性的関係が頻繁に行われるだけでも、精子化の過剰によって女性の男性化が促進されるように思われるだけにいっそう。娼家の住み込み女性に、しわ れ声だけでなく、女性同性愛者も多い（パラン＝デュシャトレはこの点 強調している）のは、以上のよ な理由 よるのである。
だが、この偉大な観察者パラン＝デュシャトレは、女性同性愛に











な原因を継続して追求する必要性を示すが、そ 以上に興味 惹のは、彼が最後に下した所見である。パラン＝デュシャトレ よれ
ば、女性同性愛者は「ほぼ総じて」男性にたいして冷感症だという。かくして学者の論法は大きな変容を被る。ルボーは、女性の欲望と男性にたいする冷感症とのあいだには、なによりもまず徹頭徹尾心理的な性質の関係があるのではないかと考え、器質的な特徴にも、外面的な男性化にもふれず、性交の欠如や過剰への暗示 、際だった淫奔さへの言及もしていない。
一七七〇年から一八六〇年にかけて、 「ゲスな奴ら」 、男色者、オ












た。彼ら たいす 攻撃は、過剰や濫用 もたらす危険ばかりに集中していたわけではない。そこにはまた非常に厳し 倫理的な断罪も伴っていた。医者の目からするなら 彼らのやっていることは、ともども自然と理性と道徳にたいする挑戦なのである。生殖的意味でのおぞましさ、下劣さ、異常さという概念が、われわれ 考察ている時期全体を通して、医者の言説に染み込み しかも余す







は、どんなに抑圧的 手段にでも訴えよ、と呼びかけていはいない。人々を安心させようと、 「我が国では」自然に反する悪徳は希になってきた、と繰り返 ばかりである。その一方 、集団的 性的羞恥心から、男色を神秘のベール 押し包み、深い闇の中へと隠匿してしまう。男色の研究に展開が見られ のは、 てい古代とエキゾチックな社会にかんするばあいだけで、その古代人はある難問を持ち出して、医者をいわば思考停止に陥れている。 「男色」があれほど成人男性を魅了し 古代社会 男色 あれほど 寛容 あるいは少なくともあれほどの無関心を示していたこと 、医者は唖然とするのである。女 たい て相対的な軽蔑があった 考えるしか、このよう 行為は説明できなかった。
いずれにせよ、一見常軌を逸したようにみえる嗜好には説明を試








に気づき、心身の無力感や徐々に衰える性的能力を回復したいと感じて回春に努め始めた放蕩者な 、兆してきた欲望と快楽を、この方法によって再度掻き立てようとするかもしれない。それが刺激となって、次第に、女装をし り、女性的な身ごなしを真似たりするようになる。このような推論は、肛門性交を、不感症になった放蕩者というコーホート 関係づけている。
とはいえ、そこには欠如や欲望の鈍磨や性欲そのもの衰弱に結び


































































e Sexe en solitaire. C
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e siècle, nº 12: R




































and the veneral trade: notes on the sources and historical context of O
nania 
(1716) 》, Jounal of the history of sexuality, vol. 9, janv.-avril 2000, p. 37-62. ）精液
漏と同じくらい重大なものとしてすでに表面化していたのが、マスターベーションによる陰茎亀頭および生殖器の繊維状組織への影響と、心理的な刺激で勃起力が低下したり、生成不良から精液の排出量が低下することにより高まる不能の危険性である。女性にかんしては、クリトリスの伸長と子宮が男性の精液を引きとどめることができなくなる恐れが指摘されていた。また、道徳病理学の領域においてマスターベーションにたい る告発は、この十七世紀末、不倫、売春、肛門性交、うち続く伝染病 危険性に照準を合わせたより広い反不道徳キャンペー 組み込まれていた。こう たデータのどれを見ても、ティソの著作は、また、それ以前の『オナニア』は、 んに当時の資料を取 集めたも にすぎず、さして斬新なわけで いと考えざるを得
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Ibid., t. 1, p. 6. 一八〇五年に発表されたその地味な博士論文（
E
ssai sur les 
causes de l ’im
puissance..., op. cit., p. 19 et 20 ）のなかで、モール医師は、過剰
な自慰は「感受性の過剰な興奮を引き起こし、たいてい」ペニスが完全に勃起し いうちに「精液が不随意に漏れ出すようになる」と力説し、 「手による淫蕩な接触を習慣的に与えてくれる若い女性たちと じゅうつき合っていたこと」によってこの病の犠牲者になった若い男性の例を引用し る。
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Ibid., p. 463. 続く引用も同箇所。
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op. cit., 1819. 一八二一年の同事典でフルニエとペスケが「肛門性交」につい
て書いた論文は、男性が女性および／もしくは他の男性たちと行う行為だけしか扱っていない。神学者 完全な肛門性交と不完全な肛門性交のあいだに立てた区別につ ては、





ictionnaire des sciences m




























ictionnaire des sciences 
m












raité de l ’im


















ictionnaire des sciences m
édicales. op. 













ictionnaire des sciences m
édicales. op. 
cit., p. 447. 続く引用も同箇所。
